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淀川水系寝屋川ブロック河川整備計画（変更素案）に係る意見とその対応
	番号
	意見とその対応
	記載ページ

	
	
	本編
	参考資料

	－
	〇全般
・計画全体に関する体裁等の修正
　　⇒章立てや番号等の設定
⇒河川に関連する語句に注釈を追加
	－
	－

	1 
	〇河川整備の現状と課題（第1章第2節）
　・特定都市河川浸水被害対策法との関連を記載すべき
　　⇒東海豪雨での甚大な被害を契機に法律が施行され、寝屋川流域では総合治水をより強力に推進していくため、河川管理者、下水道管理者、流域関係市長が共同で流域水害対策計画を策定していることを記載
	p9
	p17

	2 
	〇流域の将来像（第1章第3節）
・景観計画について触れるべき
⇒大阪府景観計画を追加
	P15
	P37

	3 
	〇洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する目標（第1章第4節2.）
⇒時間雨量50mm程度の降雨、時間雨量65mm程度の降雨に表現を統一
　　　※それぞれに注釈で時間雨量と24時間雨量を記載
	P17
	P47

	4 
	〇河川環境の整備と保全に関する目標
⇒流域全体の目標と特性によって分けられる区分毎の目標に再整理
	P18
	P54

	5 
	〇計画対象区間
⇒河川環境の整備と保全に関する内容を追記
	P24
表1.3
	P55
表1.21

	6 
	〇河川の整備の実施に関する事項
　・大川、音川の氾濫解析の条件等を明示し、破堤・溢水の分類をすべき
　　⇒条件明示ならびに破堤・溢水の分類を明記
	－
	p63～64

	7 
	〇河川環境改善の取組み（第2章第1節2．）
・寝屋川流域水環境改善計画（案）の内容を記載すべき
⇒本編において同計画に基づき取り組みを実施する旨を記載。
⇒本編に区分毎の取り組み一覧表を掲載
⇒参考資料には補足として水量、水質ならびに地域が主体となった川づくりについて記載。これからの取り組みをイメージできるようにした。
	P35～38

	P73～76



